
代表者

千円 県出資額 千円 県出資比率

合計 県職員 県退職者 合計 県職員 県退職者 左記以外の者

32 6 8 32 6 9 17

1 0 1 1 0 1 0

31 6 7 31 6 8 17

13 8 4 12 8 3 1

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

22,354 20,160 22,370 0 0 0

319,444 351,298 492,609 0 0 0

0 0 0 42,509 48,450 45,658

その他の県からの支援等

令和7年度 公社等経営評価シート
（対象期間：令和6年4月1日～令和7年3月31日）

関係機関等の事業内容の
検討

運営費削減に引き続き取り
組んだ。また、一層の効率的
な執行を図った。

協賛会員募集及びチームみやざき応
援グッズの販売等、財源確保に取り
組んだ。

公益法人として、機能できる組織体
制づくりを推進した。

　宮崎県におけるアマチュアスポーツを統括し、これを代表する団体として本県体育・スポーツの健全な普及・発
展を図り、県民の体力向上に寄与することを目的とする。

運営費削減に引き続き取
り組む。。また、一層の効
率的な執行を図る。

協賛会員募集及びチームみ
やざき応援グッズの販売等、
財源確保に取り組んだ。

県職員派遣要否の検討、ワールドアス
リート発掘・育成プロジェクト企画運営業
務を引き続き受託し、情報の発信や競技
力向上に向けた事業の業務量増加に伴
い、派遣者数（8名）に増員をした。

令和5年度の事業の成果を踏まえ、
関係機関との連携を図った。

公益法人として、機能でき
る組織体制づくりを推進す
る。

ホームページ等での情報
発信の充実

ホームページやアプリの充
実により、最新の情報を的確
に提供できる体制づくりを推
進する。

令和6年度の事業の成果
を踏まえ、関係機関との連
携を図る。

非常勤

1
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補助・委託事業の見直し
の検討

公益法人として、機能できる
組織体制づくりを推進した。

公益財団法人宮崎県スポーツ協会名　称

左記以外の者

運営費削減に引き続き取り組んだ。
また、一層の効率的な執行を図った。

0985-58-5633

0

特記事項

県所管部・課

①公社等のあり方
見直し

令和4年度の事業の成果を
踏まえ、関係機関との連携を
図った。

設立年月日 理事長　黒木 淳一郎

0

　宮崎県体育館、宮崎県ライフル射撃競技場、宮崎県総合運動公園有料公園施設の指定管理者である「宮崎県体育・スポー
ツ振興グループ（指定期間 令和2年度～令和6年度）」を公益財団法人宮崎県スポーツ施設協会と共に構成している。
　新宮崎県体育館の指定管理者である「新宮崎県体育館スポーツ振興グループ（指定期間 令和5年度～令和10年度）」を公
益財団法人宮崎県スポーツ施設協会、株式会社ジェイレック、一般社団法人延岡市スポーツ協会と共に構成している。

－

電話番号

総出資額

設立目的

県委託料

役員数　

（人）

県
関
与
の
状
況

改
革
工
程

内容

概
　
　
　
要

令和6年度

ホームページやアプリの充実により、
最新の情報を的確に提供できる体制
づくりを推進した。

公益法人としてのすべての業
務について、円滑に推進して
いる。

財
政
支
出
等

人的支援見
直し

県職員派遣等の見直しの
確保

協賛会員募集及びチームみ
やざき応援グッズの販売等、
財源確保に取り組む。

④情報公開推進

県職員人件費
（県支給分）

県交付金・負担金・
出資金

公益法人としてのすべての業務につ
いて、円滑に推進している。

（千円）

県の損失補償契約等
に基づく債務残高

県借入金残高

経営・事業
運営改善

②
公
社
等
の
経
営
見
直
し

適正な事務局組織・人員
の確保

組織等適正
化

昭和47年3月29日

職員数

令和7年度

効果的な組織・事業運営
体制の構築

自主財源確保の取組

公益法人としてのすべて
の業務について、円滑に
推進していく。

財務改善

宮崎県宮崎市大字熊野字島山1443番地12所在地

令和7年度

ホームページ https://www.miyazakiken-taikyo.jp/

令和5年度 令和6年度

宮崎県教育庁
スポーツ振興課
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ホームページやアプリの充実に
より、最新の情報を的確に提供
できる体制づくりを推進した。

人
的
支
援

0

事業の業務量と照らし合わせ、適正
な県職員派遣等に努めた。

（千円）

常　勤

③
県
と
公
社
等
の

関
係
見
直
し

財政支出見
直し

事業の業務量と照らし合
わせ、適正な県職員派遣
等に努める。

県補助金



令和6年度 令和7年度

決算額(千円) 予算額(千円)

① 111,066 131,197 補助金

② 90,296 188,504 補助金

③ 76,418 245,715 補助金

④ 49,275 49,436 補助金

⑤ 33,677 35,000 補助金

令和7年度 令和8年度

実績値 達成度(%) 目標値 目標値

① 55.7 100.4% 55.5 60.0

② 32 40.0% 10位台 10

③ 122,037 34.9% 350,000 350,000

令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

377,963 408,343 555,770 222,656 208,623 218,420

368,801 418,137 559,649 36,206 23,273 37,187

9,162 -9,794 -3,880 186,450 185,350 181,233

0 0 0 22,627 18,839 39,990

0 0 0 21,481 18,457 39,990

0 0 0 1,146 382 0

9,162 -9,794 -3,880 200,029 189,783 178,429

146 112 164 182,145 181,805 174,495

9,016 -9,906 -4,044 182,145 181,805 174,495

8,868 17,884 7,978 0 0 0

17,884 7,978 3,934 17,884 7,978 3,934

1,615 -340 -7,310 17,884 7,978 3,934

180,530 182,145 181,805 0 0 0

182,145 181,805 174,495

200,029 189,783 178,429

令和7年度 令和8年度

実績値※ 達成度(%) 目標値 目標値

34,989,879.0 233.3% 15,000,000.0 15,000,000.0

※ 令和6年度 実績値の算式

11,167,206.0 60.4% 8,000,000.0 8,000,000.0

※ 令和6年度 実績値の算式

※ 令和6年度 実績値の算式

※千円未満を四捨五入して表示しているため、合計の金額と一致しない場合があります。

種別

財
務
状
況

　　　　　　　　　　正味財産増減計算書　　　　　（千円） 　　　　　　　　  　　貸借対照表　　　  　　　（千円）

実
施
事
業

国スポ大会に向け、国スポ選手等の競技力を高めるために、
各競技団体が実施する練習会等に要する費用等を支援する。

高い指導力を有する全国の指導者を招へいし、強化練習会等
の実施や国スポレベルの審判基準の十分な理解を図る。

国スポ大会における国スポ選手・監督・コーチ等の派遣費を
支援する。

宮崎国スポに向け、競技力の高い選手を非常勤職員として採
用し、競技力を高めながら、県内中高生等の指導を行う。

国民スポーツ大会総合成績（位）

55.5

チームみやざき強化アドバイザー招へい事業

ターゲットエイジ強化プロジェクト事業

　　経常収益

国スポ大会に向け、少年種別の主力となるターゲットエイジ
有望選手に対し、強化練習等に要する費用を支援する。

主
な
県
財
政
支
出
の
内
容

選手強化事業

活
動
指
標

県民のスポーツ実施率

指標の設定に関する
留意事項

　固定負債

税引前当期一般正味財産増減額

　　法人税・住民税及び事業税 　指定正味財産

（うち基本財産への充当額）

　流動負債

（うち特定資産への充当額）

　当期一般正味財産増減額

　当期経常増減額

　当期経常外増減額

競技力向上推進員確保事業

指標の設定に関する
留意事項

財
務
指
標

指標名

一般正味財産期末残高

自主財源額

目標値

　　経常外費用

　固定資産

ホームページアクセス数

　　経常費用

平均月間アクセス数（件）

事業内容

　流動資産

　

　　経常外収益

350,000

負債

令和6年度

①競技力向上事業
②国民スポーツ大会派遣及び関連事業
③みやざき県民総合スポーツ祭事業
④スポーツ指導者養成事業
⑤地域スポーツ振興事業
⑥スポーツ医・科学事業
⑦スポーツ顕彰事業
⑧スポーツ少年団事業
⑨総合型地域スポーツクラブ事業
⑩広報及び記録収集、活用事業

指標名 算式（単位）

国民スポーツ大会派遣事業

事業名

指定正味財産期首残高

資産

20

宮崎県県民意識調査集計結果（％）

国民スポーツ大会総合成績

正味財産期末残高

　当期指定正味財産増減額

一般正味財産期首残高

　一般正味財産

正味財産

（うち基本財産への充当額）

（うち特定資産への充当額）

基本財産運用益＋自己収益＋自主事
業収益（円）

15,000,000.0
①

2,094＋32,647,197＋2,340,588

算式（単位）
令和6年度

目標値

指定正味財産期末残高

②
管理費 管理費（円） 8,000,000.0

11,167,206

③



改革工程 活動内容 財務内容 組織運営 改革工程 活動内容 財務内容 組織運営

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

直近の県監査
の状況

総
合
評
価

評価 (Ａ.良好､Ｂほぼ

良好､Ｃやや課題あり、Ｄ
課題多い)

目　標
達成度

　県所管課と連携し、事業の推進もできている。
　活動指数について、スポーツ実施率は目標値に
近かったものの、ホームページアクセス数が達成
できておらず、県民に対しての情報発信に努めて
いく必要がある。
　国民スポーツ大会総合成績については、32位の
成績であったが、昨年度より順位が落ちているた
め、2027年に本県開催の国民スポーツ大会に向け
て、より一層の競技力向上に努めていく。

評価 (Ａ.良好､Ｂ

ほぼ良好､Ｃやや課題
あり、Ｄ課題多い)

　アマチュアスポーツの統括組織として、関係競
技団体と連携し、本県の体育・スポーツの普及及
び競技力向上に努めている。
　活動内容については、県民のスポーツ実施率に
ついては目標を達成しており、その取組について
評価できる。一方、ホームページアクセス数は目
標を達成できなかったことから、県民への広報等
への更なる取組が必要である。また、国民スポー
ツ大会総合成績は、昨年より後退しているため、
さらなる競技力の向上が求められる。
　財政内容については、令和４年度の自主財源額
15,000,000円を大幅に上回っており評価できる。
一方、管理費については、目標を上回っているこ
とから、引き続き経営改善に努める必要がある。

【令和6年10月11日　財政援助団体等監査】
　指摘事項：特になし

県所管部課
二次評価

公社等
自己評価

0% 50% 100% 150% 200% 250%

活動指標①

活動指標②

活動指標③

財務指標①

財務指標②

財務指標③


